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研究成果の概要（和文）：数学的リテラシーについて、その研究の動向と特質、理論的な位置付
け、構成要素、個人の様相、カリキュラム、教師のあり方、社会での保持・発展について論じ
た。そこでは、数学的リテラシーの特性として、人間の生涯を視野におくこと、現在における
自己実現と未来のための準備、多様な文化を総合すること、という 3つの重要な視点を示した。
そして、数学的リテラシーは、特に我が国の高等学校の数学教育を再考する上で鍵となること
を指摘した。 
 
研究成果の概要（英文）：This paper discusses mathematical literacy, namely, its research 
trends and characteristics, theoretical positioning, structural elements, individual’s 
aspects, curriculum, teacher, and retention and development in society. In the discussion, 
three important viewpoints: 1) thinking about learning as a lifelong activity, 2) 
preparation for future endeavors and enjoyment of learning, and 3) integration of academic 
cultures. were shown. And mathematical literacy would be key for reconsideration of 
secondary high school in Japan was pointed out. 
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１．研究開始当初の背景 

現在の日本の数学教育にとって、児童・生
徒・学生のみならず成人の数学離れは緊急の
課題である。しかしながら、この課題は数学
教育に留まらず、より大きな課題に結びつい
ている。地球は現在、その持続可能性が問わ

れており、さらに、そのもとで、民主的な社
会を形成することが求められている。このよ
うな持続可能な民主的社会の形成にとって
科学技術の果たす役割は大きい。その科学技
術において、数学は、科学技術の言葉として、
また、問題解決の道具として、必要不可欠な
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地位を占めている。つまり、将来の成人にと
って、数学の知識や考え方などは、個人の自
己実現とともに、豊かな社会の形成にとって
も必要不可欠なのである。このような「すべ
ての人が持って欲しい数学の知識、能力、考
え方など」を「数学教育におけるリテラシー」
または数学的リテラシーと呼ぶことにする。 

他方、現在においては、教育はその構成要
素が独自の機能を持ちつつ互いに影響し合
っていることを理解することが重要な視点
となっている。学校教育は、社会教育、家庭
教育と互い影響し合っている。また、国際的
には、学校教育は、意図・実施・達成の 3 層
のカリキュラムによって考察されることも
多くなってきている。さらに、教育における
カリキュラム自身が、教育目的、教育目標、
教育内容、教育方法、教育評価という互いに
独自の役割を持つが密接に関連した構成要
素から成っていることは知られている。つま
り、システミックにアプローチすることが、
教育の課題を考える上では重要である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、数学教育におけるリテラ
シーについてシステミックに考察すること
にある。具体的には、次の通りである。 
(1)数学教育学の中に数学的リテラシー論を

理論的に位置付けること。 
(2)数学教育学の立場から数学的リテラシー

の構成要素を明らかにすること。 
(3)個人の生涯における数学的リテラシーの

様相のモデルを考案すること。 
(4)学校において数学的リテラシーを育成す

るためのカリキュラムの枠組みを構成す
ること。 

(5)学校において数学的リテラシーを育成す
る教師のあり方を明らかにすること。 

(6)社会で一般人が数学的リテラシーを保
持・発展させる枠組みを構成すること。 

これらの研究成果をもとに、日本における数
学的リテラシーの育成のあり方について総
合的に提言を行なう。 
 

３．研究の方法 

研究計画･方法については、3 年間の研究期
間を念頭において、研究代表者・分担者に、
研究協力者として小中高校等の数学教育関
係者を加え、約 30 名の研究組織とする。 

各年度の研究計画･方法を次の通りとする。 

(1)第 1年次 
数学的リテラシーの数学教育学の立場に

立った概念化と構成要素を検討する。また、
個人の様相のモデルを検討する。さらに、社
会における数学の位置付けや社会における
数学的リテラシーの保持・発展の方法を検討
するために、科学技術リテラシー等の専門
家・実践家を招待して討議を行なう。 

(2)第 2年次 
数学的リテラシーの概念化、構成要素、個

人モデルを継続的に検討するとともに、学校
教育での数学的リテラシー育成のためのカ
リキュラムを分析し、実験授業を検討すると
ともに、数学的リテラシー育成のための方策
に関する調査（教師、科学館、メディア）の
計画を立てる。また、科学技術リテラシー等
の専門家・実践家を招待して討議を行なう。 

(3)第 3年次 
数学的リテラシーの概念化を継続的に検

討しそれをもとに全体像の体系化を図ると
ともに、実験授業を実施・分析し、数学的リ
テラシー育成のための方策に関する調査を
実施・分析する。また、科学技術リテラシー
等の専門家・実践家を招待して討議を行なう。
これらを合わせて、数学的リテラシーについ
てまとめる。 

 
４．研究成果 
2008 年度からの 3年間、数学的リテラシー

に関して、哲学的研究、歴史的研究、比較的
研究など多方面から検討を行った。その間、
数学的リテラシー育成のための方策に関し
て、高校教師、科学系博物館を対象に調査を
行うとともに、学校において授業研究を行い、
そして、メディア関係者に意見を求めた。 
また、数学的リテラシーをより広い文脈で

考察するために、数学教育の外側の多様な
方々、すなわち、科学博物館やバイオカフェ
に携わる科学教育研究者、人間科学研究者、
科学哲学研究者、数学研究者、技術科教育研
究者と討議をした。さらに、本研究の代表
者・分担者は、日本数学教育学会、日本科学
教育学会等において報告・討議を行った。 
これらの研究をもとに報告書をまとめた。

ここでは、この報告書の内容をもとに、研究
成果をまとめる。研究成果は、おおむね次の
7 点にまとめられる。数学的リテラシーに関
する、研究の動向と特質、理論的な位置付け、
構成要素、個人の様相モデル、カリキュラム、
教師のあり方、社会での枠組み。各項目毎の
研究成果は、次の通りである。 
 
(1)数学的リテラシーの研究の動向と特質 
①我が国の数学的リテラシー研究の動向 

我が国の数学的リテラシーの研究は、1970
年以降、個人的色彩が強く抽象的であり、
2000年以降はOECD/PISAの影響を強く受けて
いた。その後、2005 年以降、数学的リテラシ
ーは新たな研究的視座をもって様々な取り
組みがなされてきている。そこでは、数学的
リテラシーが数学教育研究の新たな研究領
域として確立し、数学的リテラシーという視
座から数学教育学の構築を目指し、包括的な
議論がなされるようになってきている。 
②数学的リテラシー研究の特質 



 

 

諸外国の動向をも踏まえて、数学的リテラ
シー研究の特質として、学際性、独自性、理
論と実践の接続、の 3点が挙げられた。 
 
(2)数学教育学における数学的リテラシー論
の理論的な位置付け 
①数学的リテラシーの意義 
1)数学的リテラシーの概念 

リテラシーは、教育目標として、歴史的に、
教養としてのリテラシー、識字としてのリテ
ラシー、そして、現代の、リテラシーとして
の智、として概観することができる。 

数学的リテラシーは、アメリカで 1944 年
に中等数学教育の目標として使われた。我が
国では、数学的教養が 1955 年に高校数学の
目標として掲げられ、その後、高校の大衆化
が進む中で、1983 年に数学者が大多数の生徒
のための数学的リテラシーを主唱した。 

現在の数学的リテラシーの概念には多義
性があるものの、現在の教育状況を変える新
たな視点として、次のことが込められている
と考えられる。a.すべての人が身に付けるも
のである。b.知識と能力の両面からなり、態
度や価値観も含まれる。c.社会に出て使える
ようになっているものである。 
2)現代人の要請としての数学的リテラシー 

現代人に数学的リテラシーが要請される
要因として、我が国の状況から、学校で学ん
だことが社会に出ると身に付いていない、社
会に出ると学校で学んだことでは十分では
ないことが挙げられた。そして、数学教育学
の研究からは、知識基盤社会における数学化
された社会に生きる脱数学化された個人、と
いう視点が提起された。 
3)社会の要請としての数学的リテラシー 

現代社会の要請としての数学的リテラシ
ーについて、現代社会からの要請：高度情報
技術社会・生涯学習社会、将来からの要請：
持続可能で民主的な社会、我が国の数学教育
の現状からの要請：学ぶ意味を共有した社会、
という 3つの視点が示された。 

また、社会において生きて働く知識として
の数学的リテラシーを考えるために、安全で
安心して生活を送る、職業人として生活して
いく、家族と地域社会において生活していく、
という 3つの視点も示された。 
4)誰のための数学的リテラシー 

数学的リテラシーの考察においては、「す
べての人のため」ということの検討が必要で
あることが提起されるとともに、異なる立場
からは、例えば、構成者、操作者、消費者と
いう3者に求められる数学的リテラシーがそ
れぞれ考えられるということも示された。 
②数学的リテラシーの基盤 
1)数学教育学の立場 

数学教育学の立場からは、数学的リテラシ
ーの基盤として、教育の自由、中等数学教育

を支える健全な思想的基盤、多領域にわたる
学問としての数学教育学などが示された。 
2)人間科学の立場 

人間科学からの立場からは、ヒトとチンパ
ンジーなどとの対比から、ヒトは共同行為と
それを支える認知メカニズムとしての同情
や共感が特徴であることなどが示された。 
3)科学哲学の立場 

科学哲学の立場からは、科学のディマーケ
ーション問題に対する歴史的な展開をもと
に、科学は可謬的であり、歴史的な産物であ
ることなどが示された。 
4)数学の立場 
数学の立場からは、数学がその歴史的発展

と応用の両面から概観されたあとで、数学は
他の科学分野に比べて非常にタイムスケー
ルが長いことなどが示された。 
③数学的リテラシーの特性 
1)数学的リテラシーの一般的な特性 
数学的リテラシーには、数学教育において、

人間の生涯を視野におくこと、現在における
自己実現と未来のための準備、多様な文化を
総合すること、という 3つの一般的な特性が
あることが示された。 
2)数学的リテラシーの実際的な特性 
数学的リテラシーには、数学教育において、

子どもが数学的活動によって具体的事象と
相互作用をすること、すべての子どもが算
数・数学に協働で取り組むこと、算数・数学
は諸教科と協働で取り組むこと、という 3つ
の実際的な特性があることが示された。 
 
(3)数学教育学の立場から捉えた数学的リテ
ラシーの構成要素 
①数学的リテラシーの構成要素を明らかに
する枠組 
1)人間・社会と数学的リテラシー 
数学的リテラシーの構成要素を明らかに

する枠組として、数学と社会との文化的融和
や、社会からの要請（現代社会からの要請、
将来からの要請、我が国の数学教育の現状か
らの要請）が示された。 
2)数学の方法・概念 

数学的リテラシーの構成要素を明らかに
する枠組として、数学の方法と概念が示され
た。また、それらは数学教育の人間形成的・
実用的・文化的目的からも見ることができた。
また、数学の方法としては、「算数・数学の
力」が注目された。なお、数学の概念につい
ては、現在の中学校から高校の数学内容にわ
たるものとして検討された。 
②各学校段階における数学的リテラシー 

数学的リテラシーの構成要素について、小
学校算数、中学校数学、高校数学のそれぞれ
の立場から考察され、特に数学の方法に関わ
る面が強調された。 
③方法への着目 



 

 

1)総論 
数学的リテラシーの構成要素を数学の方

法から考える視点として、考える過程で使わ
れている数学の方法が強調され、そのような
具体例として、算数・数学の力（生み出す力、
使う力、表す力、考え合う力）が示された。 
2)方法の具体論 

方法の具体論として、批判的思考、数学的
モデル化、統計的思考、メタ認知・自己評価、
価値観に基づく意思決定などが示され、特に、
批判的思考は、数学教育の必要不可欠な方法
として小中高校での育成が強調された。 
 
(4)個人の生涯における数学的リテラシーの
様相のモデル 
①生涯の各段階に応じる数学的リテラシー 

生涯の各段階に応じる数学的リテラシー
として、国立科学博物館の科学リテラシーを
参考に、ひとづくり（青尐年期）、親づくり（社
会人基礎：20才）、家庭人づくり（社会人実践）、
顔づくり（社会人成熟：40才）、喜びづくり（人
間人：60才）、という数学的リテラシーの観点
に沿ったモデル案が示された。 
②個人が生涯の様々な場面で用いる算数・数
学の方法 

個人の生涯における数学的リテラシーの
様相について、成人が読む書物の事例的な分
析結果などから、そこで使われる数学の概念
よりも方法に着目した。その上で各世代が読
む書物等を分析することで、個人が生涯の
様々な場面で用いる算数・数学の方法につい
て考察した。その結果、多くの場面で、前提
をもとに確かめる、関係づけて考える、現実
の問題を数学の問題に直す、感覚的・概括的
に判断する、式・表・グラフ・図などをよむ
などの方法が必要とされることが示された。 
 
(5)学校において数学的リテラシーを育成す
るためのカリキュラム 
①カリキュラムの構成 
1)カリキュラム構成の原理 

学校において数学的リテラシーを育成す
るための算数・数学のカリキュラムの構成原
理として、人間・社会・文化における課題に
よる構成、数学的能力の可視化、全体的な関
連付けと俯瞰、諸教科教育の協働の 4点が示
された。また、その学習指導時期は、基本的
には義務教育であるとしつつも高校におけ
る教育の重要性も指摘され、小中高を見通し
たカリキュラムの必要性が指摘された。 
2)中等数学教育のカリキュラムあり方 

中等数学教育のカリキュラムについては、
オランダの中等数学教育との比較分析から、
日常生活や実社会における事象において初
等的な数学を洗練した仕方で使うという視
点や、思慮深い市民の育成に配慮した学校数
学の教育課程の必要性が示された。 

3)長期にわたる努力を 
学校においては、アメリカのプロジェクト

2061 を例にとって、長期にわたる多様な努力
が必要なことが指摘された。 
②単元構成のあり方 

数学的リテラシーを育成するための単元
構成のあり方として、複合ユニットを中心と
した単元構成と既習事項・教科横断的扱いを
取り入れた単元構成が示された。いずれも、
実世界の題材に関連した単元となっている。 
③学習課題のあり方 
数学的リテラシーを育成するための学習

課題のあり方として、身近だと思うこと・興
味を持てること、日常生活の活用、多様な考
えが出る教材などが示された。 
④学習指導過程のあり方 

数学的リテラシーを育成するための学習
指導過程のあり方として、考える過程を大切
にすること、数学的活動を重視すること、数
学的モデリングの過程を取り入れることな
どが示された。 
⑤学習指導の手だてのあり方 
数学的リテラシーを育成するための学習

指導の手だてのあり方として、「予想」や「比
較」を取り入れること、発表・話し合いを取
り入れること、疑問を追究させる場を取り入
れることなどが示された。 
⑥評価 
数学的リテラシーを育成するための評価

のあり方として、学習活動と自己評価の一体
化、自己評価を重視することなどが示された。 
 
(6)学校において数学的リテラシーを育成す
る教師のあり方 
①自らが算数・数学を好きになる 
学校において数学的リテラシーを育成す

るには、教師が、自ら算数・数学を好きにな
ることが必要であることが確認された。 
②子どもたちの何のために学ぶのかという
問いかけに応えられる 

教師は、学校において数学的リテラシーを
育成するためには、子どもに算数・数学の面
白さや算数・数学の意味についての説明をす
ること、算数・数学の間接的な利点を社会生
活と結びつけて意識させること、子どもに算
数・数学はあとになって効いてくることを伝
えることなど、子どもたちの算数・数学を何
のために学ぶのかという問いかけに応える
ことの重要性が指摘された。 
③算数・数学の深い理解 
教師は、学校において数学的リテラシーを

育成するためには、算数・数学の深い理解が
求められるが、特に現教育課程との関係で、
統計の理解を深める必要性が強調された。 
④学習指導の課題への向き合い方 
教師は、学校において数学的リテラシーを

育成するためには、学習指導の課題にきちん



 

 

と向かい合うことが強調された。 
 
(7)社会で一般人が数学的リテラシーを保
持・発展させる枠組み 

社会で一般人が数学的リテラシーを保
持・発展させる枠組みは、現在の数学教育に
はほとんどなく、科学教育から学ぶところが
多い。ここでは、バイオカフェの経験に基づ
いたサイエンスコミュニケーションと、学校
と科学系博物館との連携などをまとめた。 
①サイエンスコミュニケーションのあり方 

サイエンスコミュニケーションのあり方
として、サイエンスコミュニケーションの必
要性、リテラシーとコミュニケーションの相
互関係、市民が求めるコミュニケーション、
コミュニケーションにおける研究者と市民
の協働などが指摘された。 
②サイエンスコミュニケーションの方法 

コミュニケーションにおいては、参加者の
声を傾聴することの重要性、ファシリテータ
ーの重要性、そして、ファシリテーターによ
るコミュニケーションにおける言葉の重要
性などが示された。 
③学校と科学系博物館の連携 

学校と科学系博物館との直接的な連携（展
示案内、体験活動、移動博物館、アフタース
クール活動、ミュージアムスクールなど）と
間接的な連携（教員研修後に教員が引率な
ど）、学校が科学系博物館を利用する学習の
あり方、学校と科学系博物館をつなぐ人のあ
り方などが示された。 
④科学系博物館のライフスパンを考えた科
学リテラシー 

国立科学博物館が作成したライフスパン
を考えた科学リテラシーでは、小学校、幼児
から低学年、それから小学校の高学年から中
学校、高校、高等教育機関、子育て、壮年期、
熟年、高齢期にわたる科学リテラシーのモデ
ルが示された。 
⑤「市民の数学」モデルの提示 

「市民の数学」モデルの観点として、人生
を豊かにする数学、公開講座などでの教材の
観点、楽しさ、が示された。 
 
(8)我が国おいては、数学的リテラシーに関
する総合的な研究は、これまでに「科学技術
の智」プロジェクトによって主として数学者
の立場から行われており、2008 年 3月にその
報告書が公表されている。そこでは、数学の
世界として数学の概念と方法が示され、さら
に言語としての数学が強調されている。本研
究は、それに対して、数学教育学者の立場か
ら行われており、数学的リテラシー研究を数
学教育学の中の目標論に位置づけ、数学的リ
テラシーとしては数学の概念の習得だけで
はなく数学の方法・能力の習得にも妥当な位
置を与え、とりわけ批判的思考や数学的モデ

ル化に着目している。さらに、学校教育にお
ける算数・数学の学習指導との関係や、学校
外のコミュニケーション活動や学校と科学
系博物館との連携も視野に入れている。また、
数学的リテラシーの国際的な研究である
OECD/PISA の実用的な数学的リテラシーを視
野に入れつつも、より大きな人間的・文化的
な側面をも視野に入れている。 

数学教育学の中で数学的リテラシーを考
慮することは、数学的リテラシーの一般的な
特性として挙げた、数学教育において、人間
の生涯を視野におくこと、現在における自己
実現と未来のための準備、多様な文化を総合
すること、という 3つの視点から、これまで
の数学教育を見直し再構成することを求め
ることになる。このような視点は、特に我が
国の高校の数学教育を再考する上で鍵とな
ることが、カリキュラム論などでの中等数学
教育への具体的な言及で明らかにされた。 

今後は、本研究で示された数学的リテラシ
ーの継続的な修正と具体化のために、数学的
リテラシーの考えについて多くの関係者と
対話をしたり、学校における算数・数学の学
習指導との関連を密にした実践研究を行っ
たり、さらに、個人の数学的リテラシーの様
相モデルや学校外における数学的リテラシ
ーの保持・発展のあり方をより実証的に追究
をすることが必要である。 
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